
仕  様  書

件    名  大阪大学医学部附属病院の洗濯請負

品名及び数量  別紙 1-1のとおり
契 約 期 間   平成 31（2019）年 4月 1日から 2020年 3月 31日までとする。

なお、契約期間満了日の 3ヶ月前までに発注者及び受注者のいずれか一方か
ら契約終了の意思表示がない場合、引き続き契約期間を 1年間継続するもの
とする。但し、契約の全期間は 2022年 3月 31日を超えないものとする。

（総則）

 この仕様書は、大阪大学医学部附属病院（以下「発注者」という。）の別紙 1-1 及び別紙
1-2「品名」欄に掲げる洗濯物（以下「洗濯物等」という。）及び、血液等の体液で汚染され
た洗濯物等（以下「感染性洗濯物等」という。）の洗濯業務に関する業務内容その他必要事

項を明示したものであり、受注者は、本業務の実施にあたって、作業の性質上当然実施し

なければならないものはもとより、本仕様書に記載のない事項でも本業務遂行上必要と認

められる作業については、契約金額の範囲内で実施するものとする。

１．本業務に係る基本事項は次のとおりとする。

（１） 受注者は、本請負業務をクリーニング業法に基づく検査を受けた同法の規定に適合

するクリーニング所で行うこと。またそのクリーニング所は、都道府県が定める衛生

基準に合致していること。

（２） 受注者は、院内作業の実施にあたり、受託責任者を 1 名定め作業に従事する院内作
業員（以下「従事者」という。）を指揮監督させるものとし、業務開始時間から業務終

了時間までその者を発注者の指定する作業場所に常駐させるものとする。また、発注

者から要求があった場合にはその者の履歴書を提出するものとする。

 （３） 受注者は、業務開始日までに従事者の名簿を提出し、発注者が求めた時は健康診断

書を提出しなければならない。また、従事者には 11月中にインフルエンザワクチンを
接種させること、併せて血液暴露の多い業務に従事する者は肝炎（B 型）への感染を
防ぐためワクチン接種を行うことが望ましい。さらに、流行性ウイルス感染症（麻

疹・風疹・水痘・流行性耳下腺炎）が流行した際にも、従事者から患者への二次感染

を防ぐため、抗体測定及びワクチン接種を行うことが望ましい。

（４） 受注者は、従事者には統一されたユニフォームを着用させることで従事者であるこ

とを明瞭にし、常に清潔を保たせなければならない。なお、各人に写真付の名札をつ

けさせること。

 （５） 作業の結果が不適切で本業務の目的が達せられていないと認められる時は、発注者

はその作業の手直しを命ずることができる。

（６） 受注者が交代する際には、新旧の両受注者は相互に協力して、新しい受注者の業務

開始日までに、業務の引継ぎを滞りなく済ませること。なお、業務引継ぎにかかる費

用については、新しい受注者の負担とし、新旧の受注者間で取り決めること。

２．院内業務については次のとおりとする。

（１） 従事者は常時 4 名以上とすること。また、従事者各人ごとに業務内容に応じて作成
したスケジュール表に従い、業務を進めること。

（２） 各部署の洗濯物等の回収及び納品は別紙 2 によるものとし、その都度、数量の確認
を行うものとする。

   なお、4 日以上の連休期間（年末年始等）の業務は両者協議のうえ決定するものとす
る。

（３） 従事者の更衣、休憩等は発注者の指定する場所で行うこと。



（４） 従事者は作業の前後に必ず手指衛生を行い、手袋を着用して作業を行うこと。また、

洗濯物等への髪の毛の混入を防ぐため、ディスポのキャップを装着すること。

（５） 従事者はその他簡単な補修等、発注者が指示する軽微な業務を行うものとする。

（６） 搬送カート等洗濯物等用の各用具については、院内感染予防対策の一環として、毎

   日消毒清掃を行い常に衛生的に管理するものとする。

（７） 集配の際に必要な用具並びに従事者が着用するユニフォーム、業務に使用する洗剤

・薬剤、衛生消耗品（ゴミ袋、プラスチック手袋、ディスポマスク、手洗い石鹸液、

アルコール性手指消毒剤等。感染性洗濯物等専用袋は除く。）、洗濯伝票等各種印刷物

はすべて受注者の負担とする。

３．洗濯については次のとおりとする。

（１） 受注者は平成 5年 2月 15日付指第 14号厚生省健康政策局指導課長通知の別添 1及
び別添 2に従い適正に処理すること。

（２） 受注者はすべての洗濯を自社のクリーニング所で行い、受注者の責任において品質

管理に努めること。なお、受注者は発注者の業務の特殊性に鑑み、発注者から請け負

うすべての洗濯物等については、衛生上の観点から、発注者以外の他業種から請け負

うものとはクリーニング所建物あるいは業務に使用する水洗機等を完全に区別したう

えで洗濯を行うこと。

（３） 洗濯にあたっては、汚れを充分落とし、生地を損傷せぬよう充分留意し、洗剤は良

質なものを使用すること。

（４） 洗濯後のすすぎは充分行い、洗剤が残らないようにすること。

（５） 仕上げについては、乾燥後必要に応じプレス仕上げを行い、適正にたたみ作業を行

ったうえで搬入を行うこと。また、その際小じわがよらないよう留意すること。

 （６） シミ（油性インクのシミ等洗濯工程で他の洗濯物等に色移りする恐れのあるものを

除く。）のある洗濯物等についても、請負の範囲内で出来る限り生地を損傷しない方法

で処理すること。

（７） 洗濯物等の軽微な損傷または紛失した物品は無償で補修又は現品をもって弁償する

   ものとし、その際は報告書を提出すること。

（８） 感染性洗濯物等は、発注者は感染性洗濯物であることを表示し、他の洗濯物等と区

別したうえで受注者に引き渡すこと。

（９） 感染性洗濯物等の消毒は平成 5年 2月 15日付指第 14号厚生省健康政策局指導課長
通知の別添 2に従い適正に処理すること。

（１０）工場の水洗機は定期的にメンテナンスを行い、発注者が求めた時は点検記録等を提

出すること。

４．従事者の研修については次のとおりとする。

 （１） 受注者は、病院という施設の特殊性を十分理解し、本請負業務遂行に必要な知識を

周知するため、契約履行が始まる前に従事者に対し以下の研修を実施し、発注者の承

諾を受けること。また、従事者を変更する場合も同様に研修を実施したのち業務に従

事させること。

    ① 本請負業務遂行に関する基礎知識

    ② 事故発生時の報告と対応に関すること

 （２） 受注者は、感染に対する正しい知識、感染防止手順や消毒方法等の研修を従事者に

対して行い、感染防止に努めること。また、受注者は発注者が実施する感染管理に係

る教育・研修で配布された資料及びその他の情報等を発注者から受け取り、感染に関

する対策を講じること。



５．受注者は、1年に 2回以上、次の基準（※）に達していることを検査し、第三者機関の発行
する衛生基準に合格した認定書をもって合格を証明すること。また、セレウス菌対策として

半年に 1回以上、洗浄槽を洗浄すること。
 ※衛生基準の基準値

   ・一般細菌が 100 あたり 12,000個以内であること
   ・MRSAが検出されないこと
   ・大腸菌群が検出されないこと

   ・変色及び異臭がないこと

６．受注者は、業務上の事故に対する賠償責任保険等に加入し、発注者に報告するものとする。

７．受注者は災害などの場合の対応について、発注者の重要性に鑑み、遅滞なく業務を遂行で

きる体制を整備すること。

８．作業報告書は任意の様式を使用して作成すること。日報は業務終了後直ちに作成し、月報

その他所属別洗濯集計等については、翌月 10日までに報告書を提出すること。また、報告
書作成にかかる費用は受注者において負担すること。

９．院内各所属及び施設担当に対し、必要な連絡事項は怠りなく周知し、業務が円滑に行わ

れるよう努めること。

１０．受注者は、医療法等、関係法令を遵守すること。

１１．この仕様書に疑義が生じた場合あるいは定めのない事項については、発注者・受注者協

議のうえ決定するものとする。



番号 品名 備考
1 診察衣 86,000 枚
2 看護作業衣 5,800 枚
3 看護作業帽子 200 枚
4 予防衣(移植用ガウン) 22,800 枚
5 診察用ズボン 38,000 枚
6 あんどん(無菌衣) 2,300 枚
7 布団覆布 32,100 枚
8 布団敷布 19,200 枚
9 枕カバー(SKパットカバー) 38,000 枚
10 毛布(電気毛布)カバー 500 枚
11 ベッドカバー 2,800 枚
12 椅子カバー 100 枚
13 カーテン（１㎡あたり） 27,800 ㎡
14 暗幕（１㎡あたり） 200 ㎡
15 調理衣 300 枚
16 毛布 3,400 枚
17 ボアマット 9,800 枚
18 手術用予防衣 1,900 枚
19 手術用着物 2,600 枚
20 手術用上衣 153,400 枚
21 手術用ズボン 124,100 枚
22 手術用覆布 7,500 枚
23 抑制帯(大) 8,400 枚
24 抑制帯(小) 12,100 枚
25 バスタオル 148,800 枚
26 タオルケット 32,300 枚
27 タオル 36,300 枚
28 ドクターヘリ用フライトスーツ 800 枚
29 術後衣 2,300 枚
30 その他① 1 枚
31 その他② 1 枚
32 その他③ 1 枚
33 その他④ 枚

洗濯品目及び平成31年度予定数量

別紙1-2参照

合計



別紙1-2

品名 大きさ 洗い 乾燥 リスク

1㎡以下のもの
洗濯による破損等が発生しに
くい

2㎡以下のもの
手洗い　または
つけ洗い

乾燥機の熱で変形する
可能性あり

洗濯による破損等が発生する
可能性が高い

3㎡以下のもの

手洗い　または
つけ洗い
（その他②よりも手間が
かかるもの）

乾燥機が使用できない
洗濯による破損等が発生する
可能性が高い

その他④

※一度この判断基準にて単価を決定した特殊品についてはリストを作成し、以後同一品はその単価を

適用するものとする。

上記①～③に該当しない特殊品。
単価は都度協議の上決定する。

通常通り

その他①～④の判断基準

大きさ・洗い・乾燥・リスクのすべてに該当

大きさ・洗い・乾燥・リスクのいずれかに該当

その他①

その他②

その他③

大きさ・洗い・乾燥・リスクのいずれかに該当



（別紙2）

（1）業者巡回時間表（業者が各部署を訪問して洗濯物の回収と納品を行う。）

曜日 時間 巡回部署 納期 回収場所

①臨床工学部、②臨床工学部内委託業者 翌木曜日 ①②外来・中診棟3階

③放射線部（治療）、④感染制御部、⑤未来医療開発部（外来・中診棟4階）、⑥
オンコロジーセンター

翌月曜日
③外来・中診棟Ｌ階④外来・中診棟4階⑤外来・中診棟4
階⑥オンコロジーセンター棟2階、3階

⑦薬剤部（回収のみ） 翌木曜日 ⑦外来・中診棟Ｌ階

⑧総合診療部 ⑧外来・中診棟1階

⑨外来・中診棟1階⑩外来・中診棟1階⑪外来・中診棟1階
⑫外来・中診棟2階⑬外来・中診棟2階⑭外来・中診棟2階

⑮小児外科、⑯脳神経外科、⑰麻酔科、⑱外科、⑲神経科・精神科
⑮外来・中診棟2階⑯外来・中診棟2階⑰外来・中診棟2階
⑱外来・中診棟3階⑲外来・中診棟3階

⑳皮膚科、 形成外科、 産科婦人科、 耳鼻咽喉科・頭頚部外科
⑳外来・中診棟3階 外来・中診棟3階 外来・中診棟3階
外来・中診棟3階

泌尿器科、 放射線科（外来・中診棟Ｌ階）、 化学療法部、東病棟（ ）

外来・中診棟3階 外来・中診棟Ｌ階 外来・中診棟2
階 病棟・診療棟2階 病棟・診療棟3階 病棟・診療棟3
階 病棟・診療棟5階 病棟・診療棟6階 病棟・診療棟6
階 病棟・診療棟7階 病棟・診療棟8階 病棟・診療棟9
階 病棟・診療棟10階 病棟・診療棟11階 病棟・診療
棟12階 病棟・診療棟13階

） 翌火曜日

病棟・診療棟5階 病棟・診療棟6階 病棟・診療棟7階
病棟・診療棟8階 病棟・診療棟8階 病棟・診療棟9階
病棟・診療棟10階 病棟・診療棟11階 病棟・診療棟

12階 病棟・診療棟13階

卒後教育開発センター 翌月曜日  外来・中診棟4階

放射線部（ＲI）、 栄養管理室 翌火曜日  外来・中診棟Ｌ階 病棟・診療棟Ｌ階

保健医療福祉ネットワーク部、 糖尿病ケア看護外来  外来・中診棟1階 外来・中診棟2階

、 ）

外来・中診棟Ｌ階 病棟・診療棟5階 病棟・診療棟6
階 病棟・診療棟6階 病棟・診療棟7階 病棟・診療棟8
階 病棟・診療棟9階 病棟・診療棟10階 病棟・診療棟
11階 病棟・診療棟12階 病棟・診療棟13階 病棟・診
療棟5階 病棟・診療棟6階 病棟・診療棟7階 病棟・診
療棟8階 病棟・診療棟8階 病棟・診療棟9階 病棟・診
療棟10階 病棟・診療棟11階 病棟・診療棟13階

輸血部  外来・中診棟3階

東病棟（ ） 翌木曜日

病棟・診療棟2階 病棟・診療棟3階 病棟・診療棟3階
病棟・診療棟5階 病棟・診療棟6階 病棟・診療棟6階
病棟・診療棟7階 病棟・診療棟8階 病棟・診療棟9階
病棟・診療棟10階 病棟・診療棟11階 病棟・診療棟

12階 病棟・診療棟13階

泌尿器科外来 翌木曜日  外来・中診棟3階

臨床検査部  外来・中診棟2階

放射線部（ＲI）、 内視鏡センター、 超音波センター（心エコー室）
外来・中診棟Ｌ階 外来・中診棟2階 外来・中診棟2

階

）、 血液浄化部、 病棟内委託業者

病棟・診療棟5階 病棟・診療棟6階 病棟・診療棟7階
病棟・診療棟8階 病棟・診療棟8階 病棟・診療棟9階
病棟・診療棟10階 病棟・診療棟11階 病棟・診療棟

12階 病棟・診療棟13階 病棟・診療棟2階 病棟・診療
棟Ｌ階

材料部、⑲神経科・精神科（納品のみ）  外来・中診棟3階⑲外来・中診棟3階

土 東病棟（2階、3階を除く、 、 ） 翌水曜日

病棟・診療棟5階 病棟・診療棟6階 病棟・診療棟6階
病棟・診療棟7階 病棟・診療棟8階 病棟・診療棟9階
病棟・診療棟10階 病棟・診療棟11階 病棟・診療棟

12階 病棟・診療棟13階 病棟・診療棟5階 病棟・診療
棟6階 病棟・診療棟7階 病棟・診療棟8階 病棟・診療
棟8階 病棟・診療棟9階 病棟・診療棟10階 病棟・診
療棟11階 病棟・診療棟13階

（祝日含む）
各部署指定の時間に

回収・納品
手術部、 リハビリテーション部、 放射線部（外来・中診棟1階）

翌日（金曜日回収
分は翌月曜日）

外来・中診棟4階 外来・中診棟1階 外来・中診棟1階

（祝日含む）
各部署指定の時間に

回収・納品
リニアック室、 超音波センター（ＵＳ）

翌日（土曜日回収
分は翌月曜日）

外来・中診棟Ｌ階 外来・中診棟2階

（祝日含む）
各部署指定の時間に

回収・納品

放射線技師室、 集中治療部、 高度救命救急センター、 
センター

翌日（土曜日回収
分は翌月曜日）

外来・中診棟1階 病棟・診療棟4階 外来・中診棟1階
外来・中診棟2階（回収のみ）、病棟・診療棟3階（納

品のみ）

（祝日含む）
各部署指定の時間に

回収・納品
高度救命救急センター（ドクターヘリ用フライトスーツ）

翌々日（土曜日回
収分は翌火曜日）

外来・中診棟1階

金 翌金曜日

水 翌水曜日

木

翌木曜日

月

翌月曜日

火



（別紙2）

（2）業者受付時間（下記の各部署がＬ階の業者が常駐する場所で洗濯物の回収と納品を行う。）

曜日 時間 巡回部署 納期

循環器内科、糖尿病・内分泌・代謝内科、呼吸器内科、免疫内科、皮膚科、老
年・高血圧内科、総合診療科、呼吸器外科
乳腺・内分泌外科、小児外科、先端移植基盤医療学寄附講座、再生誘導医学寄附
講座、低侵襲循環器医療学寄附講座
未来医療開発部（最先端イノベーションセンター棟）（未来医療センター、臨床
研究センターを除く）

消化器内科、医療情報部

神経内科

産科婦人科、眼科、小児科、脳神経外科、血液・腫瘍内科、遺伝子診療部、放射
線診断・IVR科

国際循環器共同研究講座、生体機能補完医学寄附講座

先進融合学共同研究講座、脳神経機能再生学共同研究講座、皮膚・毛髪再生医学
寄附講座、放射線治療科

ＲＩ管理部門、放射線技師室

耳鼻咽喉科・頭頚部外科、神経科・精神科、放射線部（ＲＩ）（外来・中診棟Ｌ
階）

病理部、小児科、消化器外科、麻酔科、未来医療センター、臨床研究センター

形成外科、核医学、中央クオリティマネジメント部、腎臓内科、
心臓血管外科
遺伝子治療学、臨床遺伝子治療学、泌尿器科、
整形外科

月 翌月曜日

火 翌火曜日

水 翌水曜日

木 翌木曜日

金 翌金曜日


